



































木氏選釈 ･武田氏 (総釈 ･新解 ･総合研究 ･
全注釈)･新講新版 ･次田真幸氏 (評説 ･評
釈)･私注 ･大系--0
福 沢 武 一



































































































































ソマカタノ 旧訓 ･仙覚抄 ･拾穂抄 ･代匠記初
稿本｡
へソカタノ 代匠記精撰本 ･古義 ･井上氏新考













いくたまより ひ め かた ち うる は
活玉依毘売,その容姿端正しかりき｡ここ





































































































































(1) 17･18額田王 19井戸王 (和)仙覚抄･拾
穂抄 ･代匠記精撰本 ･僻案抄 ･古義 ･左千夫













新考 ･次田氏新講 ･評説 ･窪田氏評釈
(8)17･18･19額田王 豊田氏 (新釈 ･通釈)
(9)17額田王 18井戸王 19不明(別) 精考




(12) 17天智天皇 18額田王 19井戸王 山口
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氏修辞の研究













































































































































































































































































































































































































































































































































左千夫新釈 ･全釈 ･豊田氏新釈 ･佐伯氏評解 ･大久
保氏新釈 ･森脇氏解釈と鑑賞｡
これは対を無視しています｡
ぢっと目を放けないで,幾度もふりかへって,迄に
眺望しようと思ってゐる山をば,(折口氏口訳)
見てゆこうと思う,しばしは眺めやろうと思う,そ
の山を･･-･(大系)三省堂古典学習シリー ズ,同考｡
これらは ｢見つつゆかむを｣までも軽視にでました｡
行かうものを,望みみようとするものを (絵釈)全
釈 ･創元社講座木俣氏説 ･私注,同考｡
これは ｢見放けむ山を｣の ｢山｣を無視したのです｡
無祝してよけれは問題は最初からなかったのです｡
③ ｢三輪山は｣と解した諸家の ｢山を｣の理解は次の
ようです｡
山である｡正訓
山であるのに 精考 ･金子氏評釈
山をば 森脇氏前掲書 ･佐伯氏評解
(む この箇所はいまだ公認されていませんが,次の一つ
が正解者です｡(拙著 ｢省察｣H奏照)
吉田増蔵氏 ｢万葉集の長歌を漠文修辞法より観たる
一班｣(万葉集論纂所収)
⑤ 同氏の同解が次の論稿にも見られます｡
｢綜麻形｣の訓に関する-提案 (考叢所収)
⑥ 大海人皇子との連関において注解する諸家を列挙し
ます｡本稿に引用する以外に限ります｡
赤彦鑑賞及び其批評 ･川田氏女流歌人 ･春陽堂万葉
集講座H金子薫園氏額田三 ･同書今井邦子氏額田女王
研究･中村憲舌氏万葉集の研究 ･短歌講座的花田氏額
田女王歌評釈 ･都築氏万葉集十三人･太田水穂氏和歌
史論上代第 ･大成的)尾山氏説 ･高安国世氏万葉の歌を
たずねて
⑦ 朝廷の宴席に侍して応詔した16歌の存在がこの推
定を裏づけていると思われます｡
⑧ 第9歌は古来の最難訓歌です｡詳述する余裕がない
ので拙著 ｢省察｣Hの参照を隈うことにします.そこ
に訓釈にまつわる一切をかなり詳しく述べておきまし
た｡
なお,10年間の経過は問人皇女 (孝徳天皇の皇后)と
の連関において考えるべきだと思います｡
9歌が歌われたのは斉明4年です｡その前から,当時
も,その後も,斉明天皇 ･中大兄･問人皇女の三人は
水入らずの月日を送っています｡その間,額田王にお
声掛りが延期の形でした｡
斉明7年,天皇崩御｡天智4年,聞入皇女亮去｡同6
年2月,斉明天皇と間人皇女を合葬｡その3月に遷都
の段どりになります｡顎田王の近江下向はそのやや前
だったと思われます｡こんどこそ天皇のお召しは避け
られない情況だったのです｡(本紀要通巻10号の拙稿
参照)
(9 次の推定をとりたいとは思いません.
額田王が近江の国に下られたのは,多分近江の
大津に帝都が遷され,そこにましました天智天皇
に召されたのであらう｡その途中,奈良山で,故
郷を望み見て詠まれた歌と解せられる｡もし然り
とすれば,近江の国に上ると書かねばならないの
に｢下る｣と書いたのは,この歌を記し留めた人々
に,大和を中心とする思想があって,かやうに書
いたのであらう｡(全注釈)
⑲ 三山歌については｢省察｣Hの詳論を参看願いたい｡
窪田氏は同じ文中で次のように述べています｡
古里に対して名残を惜しまれる心である｡今は,
古里のすべてを三輪山に託して,それによって古
里を現してゐる｡
表面上のも-つ奥のものを読もうとしていませんO
その結果が次のようになります｡
古里を代表する物として一つの山を捉へ,その
山を隠す雲に恨みを託すといふ方法は,文芸的な
ものである｡一方では実感を尽し,同時に一方で
は文芸的にし,双方を洋融させたものとしてゐる
のは,王の詩才の非凡を示してゐるとすべきであ
る｡
窪田氏はしばしは ｢文芸的｣を愛用しています｡称
揚なのか,軽視なのかにとまどわされることが常でし
た｡ここで確認します｡必ずしも軽視ではない｡いや,
称辞であろう｡ただし,そうした評価そのものを僕は
再評価しないではいられません｡
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